
宗像市世界遺産登録推進室　（担当　岡）
TEL：0940-62-2617     FAX：0940-62-2601

□主催・お問い合わせ

景観まちづくり座談会景観まちづくり座談会 だよりだより

大島地域
第４号

●開催概要　 日　時：平成 28 年２月 10 日（水）　13：00 ～ 15：00

　　　　　　　　会　場：大島地区コミュニティセンター　参加者：15 名（島内 10 名、島外５名）

第４回座談会では、前回までに出た意見の振り返りを行った後、「大島の風土を守り活かす」というテー
マで、班ごとに話し合いを行いました。島内の方からは島の祭礼や風習に関するご意見、島外の方からは
活用のアイデアなど、参加者それぞれの立場から活発な意見交換が行われました。

平成２７年、「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群が、平成29年夏の世界遺産登録に

向けた国内推薦候補に選ばれました。構成資産である宗像大社中津宮、沖津宮遙拝所があ

る大島は、地域に根差した信仰が暮らしの中で大きな役割を担うとともに、世界遺産登録

による影響が大きい地域であると考えられます。

宗像市では、世界遺産登録を『地域づくりの契機』と捉え、来訪者の増加などによる影

響から皆さんの暮らしを守っていくため、住民のみなさんの意見を伺うための座談会を開

催しています。

第１回「大島での暮らしや仕事、今後必要と思われる取り組みについて」 

第２回「集落と生活空間」 

第３回「交通・移動と大島の風景」 

・島内に働く場が必要だが、3 歳からしか保育園に入れないため、育児をしながら働くことが難しい。

・砲台跡や島北部の景観は素晴らしい。魅力的なルートづくりができるといい。

・海産品の加工場や流通させる施設があれば、グループで協力して特産品の開発を行いたい。

・観光客が増えたが、さまよっている人が多い。歩いてもらうための仕組みが整っていない。

・まち歩きの際に食事を取る場所が必要。一緒に魚をさばいて食べるという取り組みを復活させたい。

・漁師の普段の生活や方言、行事などの漁村らしさを来訪者に紹介してはどうか。

・漁師さんは漁の時間の関係で昼間寝ていることもあるため、来訪者の集落散策のあり方は検討が必要。

・空き家の貸借の要望は両方あるが、その結びつけが上手くいってない。NPO や行政に仲介をしてほしい。

・大島は、車で周る大きさの島ではない。歩くことを前提とした観光を推進したい。

・大島は朝日や夕日が美しい島。夕日を満喫した後の時間帯の船があるとよい。

・現在地が分かりにくい。手作り感のあるマップや案内サイン、目的地への所要時間の表示があるとよい。

・道路脇の木の枝がバスに当たることがあり、伐採が必要。伐採した枝で木炭や竹炭づくりを行うとよい。

・花を植えての風景づくりも大事だが、ダルマギクやツワブキなど、野生の花も大事にしていきたい。

済 (H27/12/９)

済 (H27/11/11)

済 (H27/１/13)

●これまでの座談会で出た意見の振り返り

第４回座談会「大島の風土を守り活かす」

●今回実施した座談会

実施済（H28/２/10）



■日時：平成28年３月９日（水） 13：00～15：00
■会場：大島地区コミュニティセンター
■内容：

第５回座談会（成果発表会）　

座
談
会
の
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せ

座
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せ ご参加お待ち

しています !!

※事前申し込みは不要です。参加希望の方は、当日直接大島地区コミュニティセンター

までお越しください。

●宗像市景観アドバイザー仲間先生による総括

●第４回座談会　参加者からのご意見（抜粋）

【島内に必要な取り組みについて】　

・家庭の軒先でもいいので、食堂や民宿以外で来訪者が休める場所

（“へっぱくれ（大島の言葉で井戸端会議のような意味）”できる場所）

ができれば、高齢者の活動の場が広がり生きがいにもつながるのでは

ないか。

・人を呼び、お土産を買ってもらい、食事をしてもらうために必要なこ

とをまず整備するべき。新しいことに手を出すより、今できることか

ら確実に進めていく必要がある。

これまでの座談会の成果発表と、
景観アドバイザー仲間先生のお話を伺います。

　今回の座談会は、これまでに開催した４回の中で一番議論が盛り上がったと思い

ます。話し合いや発表を通して、皆さんが暮らしの中で当たり前にやっていること

を伝えたいという気持ちが伝わってきました。

　様々な取り組みを進めていく中で、行政との信頼関係は大変重要です。座談会は

次回で終わりますが、いただいた意見をふまえ、市へ提言していきましょう。

座談会の様子座談会の様子

【島の祭礼や風習、暮らしについて】　

・歴史・文化・信仰を伝える取り組みが重要。観光客向けにまちを整備

するよりもまず、地元で文化を継承し守っていくことが重要。

・江戸時代は大島で１週間かけて潔斎を受けてから沖ノ島に渡る習わし

があった。今後も、沖ノ島に参拝する際は大島で潔斎を受けることが

必要なのではないか。

・沖ノ島が最近テレビ等で過剰に取り上げられ、不言様の決まりがない

がしろにされている感がある。放送するのであれば、沖ノ島の価値や

決まりを踏まえ、それを伝える内容にするべき。

今年度最終回となる次回の座談会では、これまでの話し合いを元に、成果発表会を行います。
前回までの座談会にご参加いただいていない皆さんも、奮ってご参加ください！


